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に
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る
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融
機
関
�

多
様
な
性
格
を
も
つ�

　
　
　
「
債
券
フ
ァ
ン
ド
化
」
が
課
題
に�

�

貸
出
も
含
め
た
Ｂ
／
Ｓ
全
体
の
収
益
性
向
上
を�

み
ず
ほ
証
券
　
市
場
営
業
グ
ル
ー
プ
　�

投
資
戦
略
部
長
　

高
田
　
創�

九
〇
年
代
以
降

「
債
券
フ
ァ
ン
ド
化
」

戦
後
の
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム

は
、
大
企
業
を
中
心
に
し
た
旺
盛
な

資
金
需
要
に
対
応
し
都
市
銀
行
・
長

期
信
用
銀
行
等
の
専
門
金
融
シ
ス
テ

ム
が
あ
り
、
そ
の
不
足
し
た
資
金
を

地
域
金
融
機
関
が
中
心
に
な
っ
て
集

め
、
さ
な
が
ら
自
動
的
に
資
金
を
つ

な
ぐ
「
運
用
導
管
」（
安
定
的
運
用

ル
ー
ト
）
が
存
在
し
て
い
た
。
地
域

金
融
機
関
は
預
金
が
貸
出
を
上
回
る

「
ロ
ー
ン
行
」、
都
市
銀
行
は
貸
出

が
預
金
を
上
回
る
「
マ
ネ
ー
行
」
と

区
分
さ
れ
た
。

地
域
金
融
機
関
は
昔
か
ら
「
運
用

難
」
状
況
に
あ
り
、
第
１
図
に
あ
る

よ
う
に
預
貸
率
は
低
か
っ
た
。
同
時

に
、
大
企
業
を
中
心
と
し
た
持
合
い

株
式
保
有
も
低
く
、
株
式
保
有
比
率

も
低
か
っ
た
。預
貸
率
の
低
さ
か
ら
、

貸
出
以
外
の
余
っ
た
資
金
を
継
続
的

に
運
用
す
る「
余
資
運
用
」と
し
て
、

引
受
け
国
債
、
地
方
債
お
よ
び
金
融

債
等
が
存
在
し
、
比
較
的
持
切
り
で

保
有
す
る
ス
タ
ン
ス
に
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
貸
出
比
率
の
低
さ
か
ら

九
〇
年
代
以
降
の
デ
フ
レ
状
況
に
お

い
て
は
経
営
面
で
の
健
全
化
に
働
い

た
。
そ
の
対
極
と
し
て
、
都
市
銀
行

は
貸
出
比
率
が
高
く
持
合
い
株
式
を

多
く
も
っ
た
こ
と
か
ら
、
九
〇
年
代

半
ば
以
降
の
金
融
シ
ス
テ
ム
問
題

は
、
多
分
に
メ
ガ
バ
ン
ク
問
題
の
様

相
を
呈
し
て
い
た
。

九
〇
年
代
以
降
の
「
銀
行
経
営
勝
利
の
方
程
式
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
あ
え
て
単

純
化
し
た
議
論
を
す
れ
ば
、「
貸
出
の
度
合
い
を
下
げ
る
、
株
式
を
も
た
な
い
、
長
期
国
債
を
保
有
す

る
」
こ
と
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
営
を
意
図
的
に
行
っ
た
銀
行
は
稀
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
地

域
金
融
機
関
は
そ
う
し
た
形
に
な
り
や
す
か
っ
た
。
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�

鉄�

機
動
的

資
産
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

景
気
回
復
の
期
待
感
が
高
ま
り
、

本
格
的
な
金
利
上
昇
の
兆
し
が
出
て

き
た
。
長
期
に
及
ぶ
デ
フ
レ
、
低
金

利
と
い
う
環
境
下
で
の
発
想
を
大
転

換
し
、
来
る
べ
き
金
利
上
昇
と
い
う

ト
レ
ン
ド
を
想
定
し
つ
つ
、
中
小
・

地
域
金
融
機
関
は
そ
の
使
命
を
果
た

す
た
め
に
も
、「
資
産
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
整
備
」
を
考
え
る
時
期
に
き

て
い
る
。

中
小
・
地
域
金
融
機
関
に
と
っ

て
、
債
権
者
は
地
域
を
中
心
と
す
る

預
金
者
で
あ
る
。
万
が
一
健
全
性
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、

信
用
基
盤
の
収
縮
に
よ
る
地
域
経
済

へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。「
銀

行
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営

の
確
保
」
と
、「
中
小
企
業
へ
の
積

極
的
な
融
資
展
開
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
」
は
、
中
小
・
地
域
金
融

機
関
の
恒
久
的
な
命
題
で
あ
る
。

金
融
機
関
が
健
全
性
を
確
保
し
、

収
益
を
獲
得
す
る
た
め
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
べ
き
大
き
な
リ
ス
ク
の
一
つ

が
金
利
リ
ス
ク
で
あ
る
。
金
利
リ
ス

ク
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
項
目
の
ほ
と

ん
ど
に
内
包
さ
れ
て
お
り
、「
負
債

の
年
限
が
短
く
、
資
産
の
年
限
が
長

い
」
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
恒
常
的

に
生
じ
て
い
る
銀
行
に
と
っ
て
は
、

金
融
環
境
に
応
じ
て
機
動
的
に
資
産

ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
適
化

を
は
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と

く
に
金
利
上
昇
期
に
は
、
短
期
的
に

資
産
サ
イ
ド
の
減
価
幅
が
負
債
サ
イ

ド
よ
り
も
大
き
く
な
り
、
財
務
に
巨

大
な
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
さ
に
今
後

の
「
金
利
上
昇
へ
の
対
応
の
巧
拙
」

が
金
融
機
関
の
健
全
性
を
大
き
く
左

右
し
、
勝
ち
残
っ
て
い
く
た
め
の
条

件
と
い
え
よ
う
。

有
価
証
券
と
貸
出
の

相
互
補
完

中
小
・
地
域
金
融
機
関
に
と
っ
て

「
預
金
」
と
「
貸
出
」
は
、
長
期
間

に
わ
た
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ

て
培
っ
て
き
た
顧
客
と
の
信
頼
関
係

そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ

の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
機
動
的
に

変
化
さ
せ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

り
、
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
む
ず
か

し
い
。
し
か
も
規
模
や
地
域
、
業
種

の
リ
ス
ク
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ

は
資
産
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

中
小
・
地
域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
本
格
的
な
金
利
上
昇
へ
の
備
え
と
し
て
、
�
中
長
期
的
に
は
金
利
変

化
に
対
す
る
耐
久
度
が
高
い
「
資
産
と
負
債
の
再
構
築
」
が
、
�
短
期
的
に
は
有
価
証
券
を
利
用
し
た

「
ヘ
ッ
ジ
」
と
「
分
散
」
と
い
っ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
現
実
的
な
対
応
と
な
る
。
そ
し
て
今
後
は
、
中

小
・
地
域
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
Ａ
Ｌ
Ｍ
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
資
産
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
整
備
と
そ

の
横
断
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
な
ろ
う
。
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